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◇

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
〈
震
災
〉
と
俳
句
」

五
〇
年
代
原
爆
俳
句
の
射
程

樫

本

由

貴

一
、
問
題
の
所
在
と
研
究
対
象

本
稿
で
は
、
原
爆
を
表
象
し
た
俳
句
、
所
謂
原
爆
俳
句
の
う
ち
、「
原
爆

忌
」
を
句
に
用
い
た
句
を
対
象
と
し
、
被
爆
以
後
を
生
き
る
実
作
者
た
ち
の
、

死
者
へ
の
向
き
合
い
方
や
、
当
時
の
「
原
爆
忌
」
に
対
す
る
人
々
の
共
通
認
識

を
探
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
九
五
〇
年
代
の
俳
句
に
よ
る
原
爆
表
象
の
射
程

を
捉
え
る
こ
と
を
、
本
稿
の
目
的
と
す
る
。

研
究
対
象
は
、
一
九
五
五
年
刊
行
の
原
爆
句
集
『
広
島
』（
句
集
広
島
刊
行

会
編
・
近
藤
書
店
）
、『
長
崎
』（
句
集
長
崎
刊
行
委
員
会
編
・
平
和
教
育
研
究
集

会
事
務
局
）
の
収
録
句
で
あ
る
。
こ
の
二
冊
の
句
集
は
、
当
時
の
俳
句
結
社
に

広
告
を
出
し

、
句
を
公
募
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
形
式
で
あ
る

。
そ
れ
ま
で

(1)

(2)

俳
句
に
よ
る
原
爆
表
象
は
纏
ま
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
二
冊
が
初
の
成
果
物
で
あ

り
、
当
時
の
実
作
者
が
被
爆
以
後
を
ど
の
よ
う
に
俳
句
で
表
現
し
た
の
か
を

示
す
重
要
な
資
料
と
い
え
る
。

句
集
『
広
島
』
の
収
録
者
は
五
四
五
名
、
句
数
は
一
五
二
一
句
で
あ
る
。

配
列
は
五
十
音
順
で
統
一
さ
れ
、
有
名
・
無
名
の
区
別
、
時
系
列
に
よ
る
並

び
替
え
は
な
い
。
ま
た
、
所
属
結
社
の
記
載
も
な
い
。
投
句
者
を
県
別
に
み

る
と
広
島
が
二
九
九
名
、
次
い
で
東
京
が
三
三
名
と
な
り
、
圧
倒
的
に
広
島

か
ら
の
投
句
者
が
多
い
。
句
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
前
書
き
の
他
、
原
爆
体

験
記
が
併
記
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
初
版

の
序
文
は
森
戸
辰
男
が
執
筆
し
た
。

(3)

八
反
田
宏
「
句
集
「
長
崎
」
刊
行
経
過
報
告
」

に
よ
る
と
、
『
長
崎
』

(4)

全
体
の
掲
載
人
数
と
句
数
は
延
べ
七
三
〇
名

、
二
四
四
二
句
と
報
告
さ
れ
て

(5)

い
る
が
、
筆
者
に
よ
る
調
査
で
は
、
収
録
者
は
重
複
な
し
で
六
一
二
名
、
句

数
は
二
四
三
六
句
だ
っ
た
。
書
面
を
見
る
と
投
句
者
の
名
前
間
違
い
や
、
同

じ
部
内
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
一
作
者
に
よ
る
句
の
二
か
所
に
わ
た
る
掲
載
（
句

の
重
複
は
な
し
）、
居
住
地
区
の
不
統
一
な
ど
、
不
備
が
目
立
つ
。

句
集
『
長
崎
』
は
刊
行
当
時
多
く
が
売
れ
残
り
焼
却
処
分
さ
れ
た

。
現

(6)

在
、
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
可
能
の
ほ
か
、
章
立
て

の
第
二
部
「
被
爆
時
の
長
崎
」、
第
三
部
「
戦
后
の
長
崎
」
は
『
日
本
の
原
爆

記
録
⑱

原
爆
歌
集
・
句
集
長
崎
編
』
に
不
足
な
く
抄
録
さ
れ
て
い
る
。
本

稿
で
は
こ
れ
を
確
認
の
上
、『
長
崎
』
の
第
二
部
、
第
三
部
は
『
日
本
の
原
爆
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記
録
』
の
収
録
句
を
分
析
に
用
い
た
。
次
節
で
二
冊
の
成
立
背
景
と
受
容
を

整
理
す
る
。

二
、
原
爆
俳
句
集
『
広
島
』『
長
崎
』
の
成
立
背
景
と
そ
の
受
容

広
島
の
俳
句
結
社
「
夕
凪
」
同
人
の
藤
野
房
彦
は
、
句
集
『
広
島
』
刊
行

に
先
駆
け
て
、
一
九
五
五
年
一
月
、
俳
句
総
合
誌
で
『
広
島
』
の
企
画
を
取

り
上
げ
て
い
る

。
文
中
で
は
、
こ
れ
ま
で
藤
野
が
目
に
し
た
原
爆
に
関
す
る

(7)

俳
句
が
現
在
的
な
問
題
に
接
続
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
そ
の
原
因
と
思
わ
れ
る

俳
壇
の
封
建
制
度
へ
の
憂
慮
が
吐
露
さ
れ
て
い
る

。
次
い
で
、
藤
野
は
こ
の

(8)

よ
う
な
時
勢
に
、「
広
島
に
あ
る
全
結
社
」
が
、「
来
年
八
月
六
日
を
目
標
に

句
集
の
発
刊
を
企
て
た
事
」
を
「
悲
し
き
朗
報
」
だ
と
評
す
る
。
そ
し
て
、『
広

島
』
が
「
原
爆
水
爆
に
つ
な
が
る
社
会
的
連
鎖
と
人
間
と
」
を
考
え
る
材
料
と

な
る
の
か
、
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

藤
野
が
原
爆
俳
句
集
に
対
し
て
「
現
在
的
な
問
題
」
へ
の
接
続
を
求
め
た
の

は
、『
広
島
』
の
成
立
が
当
時
の
社
会
状
況
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
。
句
集
『
広
島
』、
そ
し
て
『
長
崎
』
は
ど
ち
ら
も
奥
付
の
刊
行
日
が
一
九

五
五
年
八
月
六
日
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
が
行
わ
れ
た
日
で
、
二
句
集
は
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
企
画
さ
れ
た
も
の

だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
藤
野
は
句
集
の
根
本
に
「
現
在
的
な
問
題
」
と
の
接
続

を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。

で
は
、
実
際
の
『
広
島
』
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
の
問
題
意
識
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
藤
野
の
要
求
に
対
し
て
の
十
分
な
応
答
に
は
な
り

得
て
い
な
い
。『
広
島
』
の
「
お
わ
り
に
」
よ
り
引
用
す
る
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
す
で
に
十
年
ま
え
か
ら
、
今
日
の
こ
の
仕
事
を

果
た
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
使
命
を
担
う
て
い
た
と
言
つ
て
よ
い
。
そ
れ
は
「
子

を
生
む
者
」
の
の
が
れ
得
ぬ
宿
命
で
も
あ
り
、
同
時
に
夢
で
も
あ
っ
た
ろ

う
。〔
中
略
〕

あ
の
日
を
永
遠
に
と
ど
め
よ
う
。
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に

―
。

忘
却
が
生
む
愚
か
な
反
復
に
よ
つ
て
、
再
び
、
地
表
の
亀
裂
に
、
お
び

た
だ
し
い
血
が
流
し
こ
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

―
。
(9)

『
広
島
』
の
問
題
意
識
は
「
あ
の
日
を
永
遠
に
と
ど
め
」
る
こ
と
、
つ
ま
り

俳
句
に
よ
る
原
爆
の
記
録
や
記
憶
の
継
承
、
そ
し
て
「
忘
却
」
に
よ
る
「
愚

か
な
反
復
」
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
る
。
藤
野
の
問
題
意
識
に
呼
応
し
、
同
時
代

の
核
の
問
題
に
つ
い
て
強
い
意
識
表
明
を
し
た
の
は
寧
ろ
『
長
崎
』
の
ほ
う
だ

っ
た
。〔

前
略
〕
第
三
部
戦
后
の
長
崎
は
必
ず
し
も
長
崎
の
地
名
に
即
し
た
作

品
の
み
で
な
く
、
広
く
全
国
に
呼
び
掛
け
て
原
水
爆
禁
止
、
戦
争
反
対

の
声
を
募
つ
た
。
当
然
運
動
の
性
質
上
、
直
接
原
水
爆
に
関
係
し
た
作

品
で
な
く
と
も
平
和
運
動
の
趣
旨
に
沿
つ
た
も
の
は
ひ
と
し
く
採
録
さ
れ

た
。メ

ー
デ
ー
、
ス
ト
、
基
地
等
戦
后
の
日
本
を
揺
す
る
社
会
不
安
の
嵐

は
す
べ
て
人
類
の
平
和
に
係
は
る
問
題
で
あ
る
が
故
に
、
吾
々
は
原
水
爆

に
抱
く
同
等
の
関
心
を
以
て
敢
え
て
之
ら
の
作
品
を
収
録
し
た
。
要
す

る
に
第
三
部
戦
后
の
長
崎
は
戦
后
の
日
本
な
の
で
あ
り
、
吾
々
が
心
血

を
注
い
だ
の
は
実
に
こ
の
第
三
部
で
あ
つ
た
。
(10)
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『
長
崎
』
に
は
、「
メ
ー
デ
ー
、
ス
ト
、
基
地
等
戦
后
の
日
本
を
揺
す
る
社

会
不
安
」
と
あ
る
よ
う
に
、
藤
野
が
要
求
し
た
よ
う
な
現
在
的
な
核
の
問
題

は
勿
論
の
こ
と
、
そ
れ
だ
け
で
な
い
社
会
問
題
へ
の
意
識
が
あ
っ
た
。
こ
の
理

由
は
、『
長
崎
』
が
『
広
島
』
と
の
差
別
化
を
図
る
う
え
で
、
句
集
制
作
に
俳

壇
の
中
央
で
大
き
な
組
織
で
あ
っ
た
新
俳
句
人
連
盟

に
協
力
を
仰
い
だ
こ
と

(11)

に
あ
る
。『
広
島
』
は
あ
く
ま
で
広
島
の
俳
句
人
に
よ
る
成
立
に
こ
だ
わ
っ
た

が
、『
長
崎
』
の
「
後
記
」
で
は
、
表
紙
や
カ
ッ
ト
を
担
当
し
た
岩
尾
秀
樹
が

「
中
央
俳
壇
の
諸
氏
や
新
俳
句
人
連
盟
の
間
を
石
東
京
支
部
を
拠
点
と
し
て

駈
け
ず
り
廻
り
、
そ
れ
ら
の
結
び
つ
き
に
よ
り
句
集
（
長
崎
）
の
最
も
効
果
的

な
実
現
を
は
か
る
た
め
の
努
力
」
を
し
た
と
書
か
れ
て
い
る

。
(12)

し
か
し
な
が
ら
、
実
態
と
し
て
俳
壇
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
の
は
句
集
『
広

島
』
で
あ
っ
た
。
書
評
で
の
評
価
が
低
か
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
当
時
、『
長

崎
』
は
そ
の
大
半
が
売
れ
残
り
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
る
。
二
句
集
の
書
評
を

総
合
誌
『
俳
句
研
究
』
に
掲
載
し
た
の
は
新
俳
句
人
連
盟
所
属
の
赤
城
さ
か

え
だ
っ
た
。

む
し
ろ
大
切
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
（
樫
本
注
＝
句
集
『
広
島
』
を
読
ん
だ
人

間
が
一
様
に
感
銘
深
い
と
評
し
た
作
品
）
の
作
者
が
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
、

被
爆
当
時
広
島
市
か
、
そ
の
周
辺
に
居
て
、
あ
の
原
爆
禍
の
す
さ
ま
じ

さ
を
身
を
以
て
体
験
し
た
り
、
生
々
し
い
見
聞
を
し
た
人
々
の
作
品
で

あ
る
こ
と
だ
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
そ
の
異
状
な
体
験
を
通
し
て

得
た
異
状
凄
惨
な
現
実
を
リ
ア
リ
ス
チ
ツ
ク
に
追
究
し
た
作
品
ば
か
り

で
あ
る
。〔
中
略
〕

不
思
議
に
思
わ
れ
る
の
は
、
句
集
広
島
に
比
し
て
句
集
「
長
崎
」
は

被
爆
時
の
作
品
が
少
く
、
而
も
佳
句
が
少
い
こ
と
で
あ
る
。
(13)

赤
城
の
原
爆
俳
句
の
評
価
基
準
は
、
被
爆
時
の
描
写
が
「
リ
ア
リ
ス
チ
ツ
ク
」

か
ど
う
か
に
あ
る
。
句
集
『
広
島
』
の
問
題
意
識
は
確
か
に
こ
れ
と
一
致
し
て

お
り
、
一
方
で
赤
城
が
『
長
崎
』
を
低
く
評
価
す
る
一
因
は
、「
多
く
の
作
品

が
季
題
趣
味
の
囚
に
な
つ
て
い
る
」
た
め
で
あ
る
。

こ
の
「
季
題
趣
味
」
と
い
う
評
語
に
は
、
新
俳
句
人
連
盟
が
当
時
打
ち
出

し
て
い
た
、
戦
時
に
戦
争
協
力
を
し
て
き
た
俳
壇
の
有
力
者
へ
の
糾
弾
が
表
れ

て
い
る
。
赤
城
は
「
過
剰
な
季
題
意
識
」
を
指
摘
し
、「
〔
前
略
〕
人
々
の
慟

哭
の
う
た
が
、
季
題
の
呪
縛
に
よ
つ
て
弱
め
ら
れ
、
民
族
の
悲
劇
を
詠
い
上
げ

る
力
を
殺
い
で
い
る
点
が
多
い
」、「
季
題
の
こ
の
よ
う
な
制
約
が
、
か
く
ま
で

民
族
詩
集
で
あ
る
二
つ
の
句
集
の
制
約
に
な
つ
て
い
る
こ
と
は
別
の
角
度
か
ら

再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
多
く
の
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
う
」
と
季
題
趣

味
に
囚
わ
れ
て
原
爆
表
象
の
質
が
落
ち
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘

は
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
文
学
報
国
会
の
俳
句
部
の
長
で
あ
っ
た
「
ホ
ト
ト

ギ
ス
」
の
高
濱
虚
子
や
、
封
建
的
な
俳
壇
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。「
リ
ア
リ
ス

チ
ツ
ク
」
も
、
こ
こ
で
は
「
季
題
趣
味
」
へ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
と
し
て
持
ち
出
さ

れ
て
い
る
。
赤
城
の
二
つ
の
原
爆
俳
句
集
へ
の
評
価
が
、
俳
壇
の
政
治
的
な
観

点
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
ほ
か
の
『
長
崎
』
の
評
価
の
低
さ
の
理
由
に
、『
長
崎
』
が
、
読
者
の

多
数
派
と
し
て
想
定
さ
れ
る
、
被
爆
の
中
心
的
な
当
事
者
以
外
の
人
間
が
求
め

る
も
の
に
応
答
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
藤
野
房
彦
と

同
じ
く
『
夕
凪
』
同
人
の
蚤
野
直
根
は
、
評
論
「
原
爆
俳
句
に
つ
い
て
」
の
中

で
、
原
爆
俳
句
の
作
品
評
価
は
、「
す
べ
て
未
経
験
者
の
側
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
」

い
る
と
指
摘
し
、
そ
の
上
で
、
原
爆
経
験
者
の
書
く
俳
句
が
、
未
経
験
者
の
求
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め
る
も
の
に
対
し
て
「
十
分
な
解
答
を
あ
た
え
て
い
な
い
」
と
述
べ
た

。
赤
城

(14)

の
「
リ
ア
リ
ス
チ
ツ
ク
」
と
い
う
評
価
は
、
正
に
未
経
験
者
が
経
験
者
の
俳
句

に
求
め
る
も
の
で
あ
り
、『
長
崎
』
は
こ
の
点
、
齟
齬
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
原
爆
の
当
事
者
性
や
、
原
爆
を
体
験
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
人
々

の
持
つ
原
爆
表
象
へ
の
読
み
の
欲
望
へ
の
検
証
は
稿
を
改
め
る
こ
と
と
す
る
。

本
稿
で
注
目
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
問
題
意
識
や
句
集
の
受
容
に
は
差
異

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
存
在
す
る
、
二
句
集
の
共
通
意
識
、
自
分
た
ち
の

実
作
が
一
九
五
五
年
の
時
点
に
あ
る
と
い
う
意
識
で
あ
る
。『
長
崎
』
は
巻
末

の
「
後
記
」
の
通
り
で
あ
り
、『
広
島
』
の
「
お
わ
り
に
」
に
も
「
十
年
ま
え
」

「
あ
の
日
」
と
い
う
言
葉
に
そ
れ
が
表
れ
て
い
る
。
実
作
上
で
こ
の
意
識
が
象

徴
的
に
表
れ
る
の
は
、「
原
爆
忌
」
の
使
用
で
あ
る
。

原
爆
忌
と
は
そ
れ
ぞ
れ
八
月
六
日
、
九
日
を
指
す
。
年
忌
は
本
来
、
個
人

の
命
日
に
用
い
ら
れ
る
が
、
俳
句
で
は
関
東
大
震
災
、
原
爆
、
終
戦
、
阪
神

淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
と
、
多
数
の
死
者
が
発
生
し
た
出
来
事
に

「
忌
」
を
つ
け
て
歳
時
記
に
立
項
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

三
、
忌
日
俳
句
の
表
象
の
射
程

発
生
し
た
事
象
や
事
象
の
起
こ
っ
た
土
地
名
に
「
忌
」
を
つ
け
、
一
個
人
の

「
忌
」
を
意
味
せ
ず
、
大
勢
の
死
を
意
味
す
る
忌
日
の
始
ま
り
は
一
九
二
三

年
の
関
東
大
震
災
に
遡
る
。
西
村
睦
子
は
、
高
濱
虚
子
の
俳
句
観
に
関
わ
っ

て
、
虚
子
の
「
震
災
忌
」
へ
の
見
方
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。

震
災
後
刊
行
さ
れ
た
［
ホ
ト
ト
ギ
ス
］
一
〇
月
号
は
い
つ
も
の
通
り
八
月

二
四
、
二
五
日
締
切
の
句
だ
け
で
、
見
開
き
と
消
息
欄
に
虚
子
の
文
が

載
る
だ
け
で
あ
る
。

〔
中
略
〕

新
題
を
積
極
的
に
採
り
入
れ
、
実
際
に
客
観
写
生
し
て
詠
む
よ
う
に

推
進
し
、
誌
友
に
被
災
者
も
多
く
、
千
載
一
遇
で
体
験
し
た
こ
と
で
も
、

震
災
は
俳
句
で
詠
む
対
象
で
は
な
い
と
極
め
て
冷
淡
に
扱
っ
た
。
こ
こ
に

は
虚
子
の
俳
句
観
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
俳
句
は
自
然
の

詩
趣
を
詠
む
も
の
で
あ
っ
て
、
現
実
に
も
が
く
人
間
を
描
く
も
の
で
は
な

い
と
。
そ
し
て
、
か
か
る
場
合
は
写
生
文
こ
そ
威
力
を
発
揮
す
る
と
し
て
、

一
一
月
号
で
数
編
の
震
災
体
験
記
を
載
せ
て
い
る
が
、
句
は
全
く
載
せ

て
い
な
い
。
子
を
背
負
い
火
で
顔
が
熱
く
な
る
よ
う
な
中
を
逃
げ
た
秋
桜

子
で
さ
え
一
句
も
出
詠
し
て
い
な
い
。
こ
の
四
年
後
の
昭
和
九
年
に
は
花

鳥
諷
詠
を
唱
え
、
詠
む
対
象
は
花
鳥
諷
詠
、
詠
み
方
は
客
観
写
生
と
俳

句
を
定
義
し
た
。
俳
句
は
遊
芸
で
あ
り
極
楽
の
文
学
な
の
で
あ
る
。
(15)

「
震
災
忌
」
の
句
を
一
切
認
め
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
虚
子
だ
が
、『
ホ

ト
ト
ギ
ス
』
雑
詠
欄
で
は
「
震
災
忌
」
の
句
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ど
れ
も
が

「
関
東
大
震
災
以
後
を
生
き
延
び
、
現
在
の
生
活
を
詠
む
」

句
で
あ
る
。

(16)

安
里
は
、
高
濱
虚
子
が
震
災
を
詠
ま
ず
、
ま
た
歳
時
記
に
も
不
採
用
に
し

た
理
由
を
、
虚
子
が
震
災
を
、
季
語
の
成
立
要
件
と
し
て
重
要
視
し
て
い
た

「
歴
史
的
連
想
」
を
拒
む
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
た
め
だ
と
す
る
。「
歴
史
的

連
想
」
の
成
立
と
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

久
保
田
万
太
郎
の
〈
か
ま
く
ら
の
月
の
ひ
か
り
や
震
災
忌
〉
は
、
震
災
の

日
の
夜
に
も
「
か
ま
く
ら
の
月
」
は
輝
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
空
想
が

成
立
す
る
。
勿
論
、
震
災
の
後
の
空
に
も
、「
か
ま
く
ら
の
月
」
は
輝
い
て
い

る
。
こ
の
句
の
よ
う
に
「
震
災
忌
」
へ
の
普
遍
性
の
付
与
が
、「
歴
史
的
連
想
」
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の
成
立
で
あ
る
。
震
災
忌
を
用
い
た
こ
の
よ
う
な
句
を
、
虚
子
は
否
定
す
る
。

虚
子
は
、
震
災
と
は
普
遍
性
の
元
に
は
語
れ
な
い
、
表
象
不
可
能
な
、
全
く

個
人
的
な
体
験
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
虚
子
は
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

雑
詠
欄
で
〈
黙
祷
に
響
く
午
砲
や
震
災
忌
〉
な
ど
の
句
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

こ
の
句
で
は
、
震
災
よ
り
前
に
「
黙
祷
に
響
く
午
砲
」
の
空
想
は
成
立
し
な
い
。

「
黙
祷
に
響
く
午
砲
」
は
、
震
災
忌
に
向
け
て
、
弔
い
や
喪
に
服
す
る
思
い

を
込
め
て
、
ご
く
個
人
的
に
書
か
れ
て
い
る
。

安
里
は
こ
れ
を
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
雑
詠
欄
に
お
い
て
、
関
東
大
震
災
以
降
を

生
き
る
者
が
、「
詠
む
」
こ
と
を
通
し
て
、「
弔
い
」
や
「
喪
」
を
行
う
べ
き
季

語
と
し
て
試
み
ら
れ
て
い
た
。「
詠
む
」
こ
と
が
そ
の
ま
ま
死
者
へ
の
贈
与
と
な

る
よ
う
な
、「
弔
い
の
場
」
を
出
現
さ
せ
る
契
機
と
し
て
「
忌
」
が
試
み
ら
れ

て
い
た
。」
と
ま
と
め
る
。

こ
う
し
た
、
あ
る
出
来
事
の
表
象
不
可
能
性
に
留
意
し
つ
つ
、
か
つ
死
者
の

「
弔
い
の
場
」
を
呼
び
込
む
た
め
に
、
大
勢
の
死
を
詠
む
忌
日
季
語
の
試
み

の
一
つ
と
し
て
、「
原
爆
忌
」
が
考
え
ら
れ
る
。

四
、
二
句
集
に
お
け
る
「
原
爆
忌
」

四
―
一
、「
原
爆
忌
」
を
用
い
た
句
の
実
態

句
集
『
広
島
』
に
は
用
い
ら
れ
る
忌
日
季
語
に
、
原
爆
忌
、
広
島
忌
、
ヒ

ロ
シ
マ
忌
、
ひ
ろ
し
ま
忌
、
ピ
カ
忌
、
ピ
カ
ド
ン
忌
の
種
類
が
あ
り
、
全
て
含

め
て
一
六
六
句
で
あ
る
。『
長
崎
』
で
は
、
原
爆
忌
、
原
子
忌
、
平
和
忌
の
種

類
を
全
て
含
め
て
一
六
三
句
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
地
名
に
「
忌
」
を
つ
け
て

「
長
崎
忌
」
な
ど
と
し
て
い
る
句
は
な
い

。
(17)

虚
子
は
関
東
大
震
災
を
「
歴
史
的
連
想
」
を
拒
む
事
象
だ
と
捉
え
た
。
大

勢
の
死
者
を
出
し
、
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
点
を
見
れ
ば
、
原
爆
も

ま
た
、「
歴
史
的
連
想
」
を
拒
む
性
質
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
二
句

集
の
俳
句
の
全
て
が
、
虚
子
が
関
東
大
震
災
の
句
の
一
部
に
認
め
た
よ
う
な

死
者
の
弔
い
の
場
と
し
て
の
作
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
二
句
集
に
収

録
さ
れ
た
原
爆
忌
を
用
い
た
句
を
、
句
の
意
味
か
ら
次
の
よ
う
に
大
別
し
た
。

①
原
爆
忌
の
当
日
を
描
く
句

②
原
爆
忌
と
普
遍
的
な
日
常
と
を
取
り
合
わ
せ
た
句

③
原
爆
忌
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
的
・
観
念
的
な
言
葉
を
と
り
合
わ
せ
た
句

④
弔
い
や
喪
に
重
点
が
置
か
れ
た
句

⑤
怒
り
の
表
現
が
見
ら
れ
る
句

こ
れ
ら
の
例
を
示
し
、
分
析
を
加
え
る
。
な
お
、
完
全
に
句
意
を
分
け
る

こ
と
は
で
き
ず
、
①
～
⑤
の
間
で
重
な
る
句
も
あ
る
。

四
―
二
、
①
、
②
の
句
に
つ
い
て

①
原
爆
忌
の
当
日
を
描
く
句

『
広
島
』

ヒ
ロ
シ
マ
忌
の
馬
車
が
鉄
材
運
び
来
る

相
原
左
義
長

オ
ル
ゴ
ー
ル
鳴
り
を
り
原
爆
忌
の
夜
も

石
田
梢
香

も
の
影
が
地
に
は
り
つ
け
り
原
爆
忌

稲
垣
曉
星
子

家
出
づ
る
よ
り
影
が
導
く
原
爆
忌

居
升
白
炎

炎
帝
八
時
十
五
分
の
位
置
に
身
ゆ
す
る
原
爆
忌

居
升
白
炎
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『
長
崎
』

ジ
ャ
ズ
の
町
を
ぬ
け
原
爆
忌
の
人
と
な
る

志
田
一
夫

原
爆
忌
の
空
に
口
裂
け
案
山
子
た
つ

上
野
半

出
勤
の
白
靴
堅
き
原
爆
忌

石
松
弄
涯

原
爆
忌
ま
ひ
る
港
は
底
を
見
せ

野
間
つ
か
さ

夏
の
花
原
爆
忌
け
ふ
火
と
咲
く
か

秋
満
草
々
子

②
原
爆
忌
と
普
遍
的
な
日
常
と
を
取
り
合
わ
せ
た
句

『
広
島
』

原
爆
忌
川
は
流
る
ゝ
同
じ
幅

榎
島
沙
丘

ヒ
ロ
シ
マ
忌
空
席
多
き
夜
汽
車
過
ぐ

江
本
青
踏

原
爆
忌
メ
ッ
セ
ー
ジ
簡
単
に
す
む

大
野
非
石
子

原
爆
忌
母
の
信
も
十
全
な
ら
ざ
り
き

中
村
草
田
男

原
爆
忌
蟻
は
ゾ
ロ
ゾ
ロ
樹
へ
登
る

重
桝
靖
彦

『
長
崎
』

サ
イ
ダ
ー
を
し
ゆ
く
と
口
あ
け
原
爆
忌

清
水
基
吉

紅
茶
渣
舌
さ
す
し
ぶ
さ
原
爆
忌

日
向
野
花
郷

蚊
を
打
て
ば
蚊
に
あ
ま
る
血
や
原
爆
忌

奈
良
ひ
た
き

遠
き
帆
の
な
ほ
沖
さ
せ
る
原
爆
忌

大
庭
ち
か
を

原
爆
忌
蝉
の
脱
皮
を
見
て
し
ま
ふ

金
沢
葭
舟

①
、
②
の
句
は
、
い
ず
れ
も
「
歴
史
的
連
想
」
を
引
き
入
れ
た
句
と
い
え
、

構
造
も
類
似
し
て
い
る
。
一
つ
目
に
主
観
的
な
感
情
の
表
出
を
退
け
て
い
る
こ

と
、
二
つ
目
に
原
爆
以
後
の
日
々
の
生
活
と
、「
原
爆
忌
」
に
よ
っ
て
読
者
が

想
起
す
る
凄
惨
な
光
景
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
落
差
に
よ
っ
て
詩
的
な
成
功
を
目
論

ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

〈
オ
ル
ゴ
ー
ル
鳴
り
を
り
原
爆
忌
の
夜
も
〉
と
〈
遠
き
帆
の
な
ほ
沖
さ
せ
る

原
爆
忌
〉
を
例
に
と
る
。
一
句
目
、
句
の
景
は
原
爆
忌
、
つ
ま
り
原
爆
以
後

の
夜
に
鳴
る
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
映
し
て
い
る
が
、「
夜
も
」
の
「
も
」
に
よ
っ
て
、

四
五
年
の
被
爆
の
日
に
も
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
が
鳴
っ
て
い
た
と
暗
示
さ
れ
る
。
実

際
、
広
島
と
長
崎
の
被
爆
の
日
に
、
そ
の
土
地
で
オ
ル
ゴ
ー
ル
が
鳴
っ
て
い
る

こ
と
は
到
底
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
。

二
句
目
は
、「
な
ほ
」
が
読
解
の
鍵
だ
ろ
う
。
既
に
遠
く
あ
り
、
船
体
で
は

な
く
帆
に
よ
っ
て
し
か
、
陸
か
ら
は
そ
う
と
わ
か
ら
な
い
も
の
が
、
ど
ん
ど
ん

小
さ
く
な
っ
て
い
く
。
こ
こ
に
は
、
遠
ざ
か
っ
て
い
く
被
爆
の
記
憶
や
、
死
者
の

忘
却
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
忘
却
こ
そ
、
普
遍
的
な
時
の
流
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
原
爆
忌
に
普
遍
性
の
付
与
を
試
み
て
い
る
。
虚
子
が

拒
ん
だ
、
空
想
の
句
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

例
外
は
、
〈
家
出
づ
る
よ
り
影
が
導
く
原
爆
忌
〉、
〈
炎
帝
八
時
十
五
分
の

位
置
に
身
ゆ
す
る
原
爆
忌
〉
で
あ
る
。
二
句
と
も
主
観
的
な
描
写
で
あ
り
つ

つ
も
、
感
情
は
前
景
化
さ
れ
な
い
。
一
句
目
、「
影
」
は
原
爆
の
死
者
た
ち
だ

と
思
わ
れ
る
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
焼
け
付
い
た
影
を
思
い
起
こ
し
て
も
よ
い
。
こ

れ
は
原
爆
忌
が
も
た
ら
す
幻
想
で
あ
る
。
二
句
目
、「
炎
帝
」

も
ま
た
原
爆

(18)

を
見
て
い
た
。
そ
し
て
広
島
の
原
爆
投
下
時
に
な
る
と
落
ち
着
か
な
い
様
子
の

よ
う
だ

―
と
、
こ
れ
も
原
爆
忌
ゆ
え
に
成
立
す
る
想
像
だ
。
先
に
例
示
し

た
句
の
よ
う
な
日
常
と
の
つ
な
が
り
は
描
か
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
原
爆
忌
だ
か

ら
こ
そ
成
り
立
つ
句
で
あ
る
。
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四
―
三
、
③
の
句
に
つ
い
て

③
原
爆
忌
と
観
念
的
な
言
葉
を
と
り
合
わ
せ
た
句

『
広
島
』

原
爆
忌
人
間
禱
る
こ
と
し
か
し
ら
ず

佐
竹
と
し
を

原
爆
忌
涙
ひ
と
つ
ぶ
重
た
く
な
る

佐
藤
紅
蔦

原
爆
忌
み
ん
な
の
言
葉
つ
ま
づ
き
ぬ

竹
本
蝉
丸

原
爆
忌
む
し
ろ
無
言
の
け
も
の
た
ち

嘉
濤
曾
死

形
あ
る
も
の
に
影
あ
り
原
爆
忌

米
村
筑
子

『
長
崎
』

原
爆
忌
氷
心
平
和
を
希
ひ
て
哭
く

犬
塚
春
径

と
こ
と
は
に
平
和
祈
ら
む
原
爆
忌

下
村
光
春

天
に
掟
地
に
め
ぐ
み
あ
れ
原
爆
忌

市
川
青
火

わ
だ
つ
み
に
霊
は
か
え
り
ぬ
原
爆
忌

小
川
虚
無
水

拒
み
得
ぬ
も
の
に
死
の
あ
り
原
爆
忌

安
田
三
笑

こ
れ
ら
の
句
に
は
、「
歴
史
的
連
想
」
を
引
き
入
れ
た
句
と
そ
う
で
な
い
句

が
混
在
す
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
の
句
に
も
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
陥
る
も
の
が

(19)

少
な
く
な
い
。
例
え
ば
〈
と
こ
と
は
に
平
和
祈
ら
む
原
爆
忌
〉
は
「
歴
史
的

連
想
」
を
拒
絶
し
、
原
爆
忌
に
向
か
っ
て
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

実
際
に
は
こ
こ
で
用
い
ら
れ
る
「
原
爆
忌
」
は
入
れ
替
え
可
能
な
言
葉
と
な
っ

て
い
る
。〈
原
爆
忌
人
間･

る
こ
と
し
か
し
ら
ず
〉
と
、
正
反
対
の
意
味
を
成
す

句
が
あ
る
通
り
、「
原
爆
忌
」
だ
け
で
な
く
、
祈
り
に
ま
つ
わ
る
フ
レ
ー
ズ
ご

と
代
替
可
能
な
作
品
な
の
で
あ
る
。

〈
わ
だ
つ
み
に
霊
は
か
え
り
ぬ
原
爆
忌
〉
に
つ
い
て
、「
わ
だ
つ
み
」
に
帰
る

霊
は
原
爆
に
よ
る
死
者
と
想
定
さ
れ
る
。「
わ
だ
つ
み
」「
霊
」
か
ら
連
想
さ

れ
る
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
戦
没
し
た
学
徒
兵
の
遺
稿
集
『
き
け

わ
だ

つ
み
の
こ
え
』

や
、
戦
死
者
を
特
に
英
霊
と
い
う
こ
と
か
ら
、
戦
争
に
よ
る

(20)

死
者
す
べ
て
を
包
括
し
て
「
原
爆
忌
」
と
取
り
合
わ
せ
た
と
も
と
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
原
爆
の
死
者
を
「
わ
だ
つ
み
」
に
向
か
う
存
在
と
し
て
他
の
戦
死
者

と
一
絡
げ
に
す
る
こ
と
は
、
虚
子
の
い
う
と
こ
ろ
の
個
人
的
な
体
験
と
し
て
原

爆
を
表
象
す
る
こ
と
と
は
真
逆
の
行
為
と
い
え
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、〈
原
爆
忌
む
し
ろ
無
言
の
け
も
の
た
ち
〉
の
句
は
、
人

と
比
べ
た
と
き
に
「
無
言
の
け
も
の
た
ち
」
を
強
調
す
る
。
何
を
も
っ
て
し
て

「
む
し
ろ
」
な
の
か
。
例
え
ば
、
人
為
で
あ
る
原
爆
の
真
の
被
害
者
と
は
誰

だ
っ
た
の
か
に
対
す
る
答
え
と
も
い
え
る
。
原
爆
被
害
へ
の
目
線
を
人
間
以
外

に
も
向
け
た
表
象
と
し
て
価
値
が
あ
る
。

四
―
四
、
④
の
句
に
つ
い
て

④
弔
い
や
喪
に
重
点
が
置
か
れ
た
句

『
広
島
』

の
こ
り
た
る
一
眼
守
り
原
爆
忌

一
柳
秀
夫

原
爆
忌
母
呼
ぶ
声
の
耳
に
な
ほ

行
徳
す
み
子

生
き
て
な
ほ
身
を
焼
く
記
憶
原
爆
忌

濱
本
曉
生

「
昨
日
征
つ
た
け
え
死
ん
だ
ん
だ
よ
」
原
爆
忌
の
青
田

藤
岡
河
津
夫

父
母
の
遺
骨
つ
ひ
に
な
か
り
し
原
爆
忌

前
岡
柿
男
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『
長
崎
』

原
子
忌
や
死
に
し
子
の
声
鮮
烈
に

志
田
一
夫

父
を
呼
ぶ
声
尚
耳
に
原
爆
忌

早
田
鳴
風

亡
友
の
墓
ダ
リ
ヤ
の
紅
や
原
爆
忌

中
谷
道
子

原
爆
忌
一
人
遅
れ
て
黙
祷
す

松
田
眸

『
長
崎
』
で
は
、
喪
や
弔
い
に
力
点
を
置
く
内
容
の
句
が
原
爆
忌
と
と
も
に

用
い
ら
れ
た
例
が
少
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
句
は
、
一
貫
し
て
「
歴
史
的
連
想
」
を
拒
絶
す
る
。
特
徴
は
、

無
論
〈
父
母
の
遺
骨
つ
ひ
に
な
か
り
し
原
爆
忌
〉〈
亡
友
の
墓
ダ
リ
ヤ
の
紅
や

原
爆
忌
〉
な
ど
、
個
人
と
関
係
の
深
か
っ
た
人
物
の
死
を
特
に
取
り
上
げ
て
い

る
こ
と
だ
。
大
勢
の
死
者
の
中
か
ら
、
自
分
と
近
し
か
っ
た
人
間
を
取
り
出
す

行
為
は
、
無
名
の
死
者
で
は
な
い
、
個
の
存
在
を
読
者
に
示
す
行
為
で
あ
る
。

加
え
て
、〈
原
爆
忌
母
呼
ぶ
声
の
耳
に
な
ほ
〉
や
〈
父
を
呼
ぶ
声
尚
耳
に
原

爆
忌
〉
は
、
サ
バ
イ
バ
ー
ズ
ギ
ル
ト
の
表
出
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
個

人
の
罪
の
意
識
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
⑤
の
句
で
は
、
こ
の
よ
う
な
個
人
の
罪

の
意
識
に
留
ま
ら
な
い
句
が
あ
っ
た
。

四
―
五
、
⑤
の
句
に
つ
い
て

⑤
怒
り
の
表
現
が
見
ら
れ
る
句

『
広
島
』

原
爆
忌
海
の
彼
方
か
ら
ざ
ん
げ
を
と
な
え
よ

内
田
南
艸

祈
る
掌
は
拳
と
な
り
て
原
爆
忌

須
澤
秀
三

原
爆
忌
神
を
犯
せ
し
も
の
に
く
む

小
嶋
翠

怒
り
こ
め
て
石
臼
ひ
け
り
原
爆
忌

山
形
健
次
郎

『
長
崎
』

夫
墓
石
打
ち
怒
れ
原
爆
忌
の
し
ゆ
雨

田
中
茂
樹

原
爆
忌
汗
の
十
宇
架
握
り
し
む

荒
川
大
造

原
爆
忌
憤
り
と
は
汗
噴
く
の
み
か

伊
藤
漫
海

〈
祈
る
掌
は
拳
と
な
り
て
原
爆
忌
〉〈
原
爆
忌
汗
の
十
宇
架
握
り
し
む
〉〈
原

爆
忌
憤
り
と
は
汗
噴
く
の
み
か
〉
の
句
は
、
原
爆
忌
に
際
し
て
の
句
と
読
め
、

性
質
は
①
に
近
い
。
だ
が
、
怒
り
の
感
情
が
前
景
化
し
て
お
り
、
死
者
を
弔

う
と
い
う
意
味
で
の
忌
と
は
や
や
逸
れ
た
句
意
で
あ
る
。
加
え
て
、
祈
り
に
代

わ
る
激
し
い
感
情
が
「
拳
」
に
な
っ
た
り
、「
憤
り
」
が
「
汗
噴
く
」
形
に
な

っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
当
時
の
社
会
運
動
を
思
う
と
き
、
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
光
景
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
こ
の
二
句
に
表
現
さ
れ
る
の
は

無
言
の
光
景
で
あ
る
。
こ
の
光
景
を
、
も
は
や
声
を
上
げ
る
こ
と
は
叶
わ
な
い

死
者
の
無
言
へ
の
接
続
と
捉
え
れ
ば
、
①
の
句
に
あ
っ
た
弔
い
の
気
持
ち
と
は

性
質
を
や
や
異
に
す
る
句
と
い
え
る
。
弔
う
と
い
う
形
で
立
ち
位
置
を
変
え
る

よ
り
、
無
言
と
い
う
動
作
を
同
じ
く
す
る
こ
と
で
①
の
句
よ
り
も
死
者
に
強
い

連
帯
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
一
方
で
、
実
作
者
た
ち
は
死
者
と
は
決
定
的
に
異
な
る
。
例
え
ば
、

次
の
よ
う
な
感
情
は
、
恨
み
や
報
復
の
思
い
を
孕
み
、
や
や
も
す
れ
ば
加
害
の

感
情
と
近
接
す
る
。

〈
原
爆
忌
海
の
彼
方
か
ら
ざ
ん
げ
を
と
な
え
よ
〉
の
句
の
「
海
の
彼
方
」
と

は
、
原
爆
投
下
に
飽
き
足
ら
ず
、
五
五
年
当
時
核
実
験
を
繰
り
返
し
て
い
た

ア
メ
リ
カ
を
始
め
と
し
た
核
保
有
国
を
指
す
。「
海
の
彼
方
」
と
い
う
言
い
方
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は
、
海
を
隔
て
た
距
離
的
な
断
絶
だ
け
で
な
く
、
心
理
的
な
断
絶
も
暗
示
す

る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
「
ざ
ん
げ
」
を
要
求
す
る
句
の
下
敷
き
に
あ
る
の
は
、

被
害
者
意
識
で
あ
る
。
怒
り
と
共
に
在
る
不
安
は
墓
を
打
ち
、
応
答
を
求
め

て
死
者
を
よ
ぶ
こ
と
さ
え
あ
る
（〈
夫
墓
石
打
ち
怒
れ
原
爆
忌
の
し
ゆ
雨
〉）。

五
、
怒
り
の
表
現
か
ら
責
任
の
所
在
を
問
う
行
為
へ

二
句
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
原
爆
表
象
が
、
こ
の
よ
う
な
一
面
的
な
怒
り
の

表
現
に
終
始
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
先
の
①
～
⑤
の
分
類

に
収
ま
ら
な
か
っ
た
句
か
ら
引
く
。

『
広
島
』

死
の
灰
に
魚
族
ら
病
め
り
広
島
忌

稲
垣
長
人

今
尚
実
験
こ
の
地
続
き
に
原
爆
忌

牛
嶋
美
佐
子

『
長
崎
』

原
爆
忌
汗
の
十
宇
架
握
り
し
む

荒
川
大
造

原
爆
忌
罪
の
枷
負
う
身
に
め
ぐ
る

木
下
美
行

〈
今
尚
実
験
こ
の
地
続
き
に
原
爆
忌
〉
の
句
は
、
一
九
五
五
年
の
各
国
の
核

実
験
を
示
し
、
そ
し
て
「
こ
の
地
続
き
に
」
次
の
原
爆
忌
が
あ
る
だ
ろ
う
こ
と

を
訴
え
る
。
こ
の
句
は
実
験
の
有
無
に
対
し
て
の
主
観
的
な
感
情
の
発
露
は
な

い
。
俳
句
形
式
に
お
い
て
、
書
か
ず
と
も
句
に
内
在
す
る
怒
り
が
伝
わ
る
こ
と

を
期
待
し
た
の
で
は
な
く
、
持
つ
べ
き
感
情
へ
の
戸
惑
い
や
留
保
を
読
み
取
れ

る
。〈
原
爆
忌
海
の
彼
方
か
ら
ざ
ん
げ
を
と
な
え
よ
〉
の
句
で
は
、
核
保
有
国

を
「
海
の
彼
方
」
と
し
て
断
絶
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
句
で
は
、「
こ
の

地
続
き
に
」
と
、
核
保
有
国
と
被
爆
国
の
間
の
断
絶
は
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

〈
死
の
灰
に
魚
族
ら
病
め
り
広
島
忌
〉
の
句
は
、
ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
核
実
験

の
被
害
を
想
起
さ
せ
る
。
第
五
福
竜
丸
の
被
爆
事
件
で
は
、
久
保
山
愛
吉
を

始
め
と
す
る
人
間
の
被
害
だ
け
で
な
く
、
被
爆
マ
グ
ロ
な
ど
、
水
生
生
物
へ
の

汚
染
も
深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
「
魚
族
」
が
特
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。「
死
の
灰
」
の
恐
怖
を
感
じ
る
の
は
常
に
今
の
生
者
や
、
生

き
物
で
あ
る
。〈
原
爆
忌
む
し
ろ
無
言
の
け
も
の
た
ち
〉
の
句
で
も
既
に
触
れ

た
が
、
こ
の
句
も
、
原
爆
被
害
が
人
間
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
と
示
し
て
い
る
。

〈
原
爆
忌
罪
の
枷
負
う
身
に
め
ぐ
る
〉
の
句
で
は
、
句
の
主
体
は
「
怒
り
」

で
は
な
く
、
「
罪
」
を
負
い
、
原
爆
忌
に
思
い
を
深
く
し
て
い
る
。
核
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
手
に
し
た
人
類
は
、
死
者
や
未
来
を
生
き
る
人
間
だ
け
で
な
く
、
全

て
の
生
物
に
対
し
て
「
罪
の
枷
」
を
負
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
類
と
し
て
の

責
任
を
意
識
す
る
原
爆
以
後
の
人
間
が
浮
か
び
上
が
る
。

こ
れ
ら
の
句
に
お
い
て
、「
原
爆
忌
」
は
単
な
る
弔
い
の
場
の
契
機
と
し
て
で

は
な
く
、
死
者
と
、
死
者
に
相
対
す
る
自
己
へ
の
想
像
力
の
契
機
と
な
っ
て
い

る
。
原
爆
と
い
う
体
験
は
個
人
の
忌
と
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

虚
子
が
想
定
し
た
関
東
大
震
災
と
は
異
な
っ
た
性
質
を
持
っ
て
い
た
。
震
災
は

天
災
だ
が
、
原
爆
は
天
災
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
原
爆
忌
の
句
に
は
単

な
る
死
者
の
弔
い
だ
け
で
な
く
、
死
者
を
失
っ
た
怒
り
、
神
で
は
な
く
人
の
手

に
よ
っ
て
核
兵
器
が
落
と
さ
れ
た
こ
と
の
確
認
が
詠
み
こ
ま
れ
る

。
そ
し
て
、

(21)

そ
の
よ
う
な
激
し
い
感
情
を
抱
き
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
の
感
情
が
無
言
の
形
で

現
れ
る
の
は
、
実
作
者
た
ち
が
自
ら
も
ま
た
、
そ
の
罪
を
負
う
と
自
覚
す
る

か
ら
で
あ
る
。
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川
口
隆
行
は
、
取
り
上
げ
た
俳
句
で
試
み
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
死
者
へ
の
想

像
と
、
そ
れ
と
交
わ
ろ
う
と
す
る
生
者
と
の
関
係
を
「
交
霊
」
と
説
明
し
、

広
島
市
の
平
和
記
念
公
園
の
慰
霊
碑
の
碑
文
を
取
り
上
げ
る
。

〈
焼
き
殺
さ
れ
た
死
者
た
ち
〉
を
〈
見
殺
し
に
し
て
〉〈
助
か
っ
た
私
た

ち
〉。
心
な
ら
ず
も
切
り
捨
て
て
し
ま
っ
た
存
在
へ
の
取
り
返
し
の
つ
か
な

さ
、
痛
苦
の
感
覚
が
、
死
者
と
の
交
霊
に
強
度
を
与
え
て
い
る
。〔
中
略
〕

殺
さ
れ
か
か
っ
た
自
分
が
他
者
を
殺
し
た
、
現
に
殺
し
つ
つ
あ
る
可
能
性

を
出
来
る
だ
け
想
像
す
る
こ
と
。〈
残
存
放
射
能
〉
＝
被
爆
体
験
と
い
う

共
通
性
は
信
じ
つ
つ
も
、
そ
う
し
た
お
ぞ
ま
し
い
記
憶
を
召
還
す
る
こ
と

な
し
に
、
栗
原
は
碑
文
の
前
に
立
っ
て
い
な
い
。

〔
中
略
〕
加
害
者
と
被
害
者
、
と
い
う
二
分
法
的
分
断
を
強
い
よ
う
と

す
る
構
造
的
暴
力
に
対
す
る
憤
激
を
立
ち
上
げ
、
恒
久
平
和
、
核
兵
器

廃
絶
へ
の
理
想
を
組
み
立
て
よ
う
と
す
る
。
(22)

川
口
は
、
栗
原
貞
子
の
「
交
霊
」
を
、
生
き
残
っ
た
人
間
の
加
害
性
へ
の
想
像

な
し
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
分
析
す
る
。

〈
原
爆
忌
罪
の
枷
負
う
身
に
め
ぐ
る
〉
の
句
で
、
句
中
の
主
体
の
「
身
に
め

ぐ
る
」
の
は
、
原
爆
忌
に
再
会
す
る
死
者
や
、
思
い
出
し
た
、
あ
る
い
は
追
体

験
し
た
被
爆
体
験
と
い
え
よ
う
。
主
体
に
は
、
当
時
直
面
し
て
い
た
戦
争
の
再

来
の
予
感
や
、
そ
れ
に
伴
っ
た
罪
の
予
感
が
あ
る
。
こ
の
予
感
に
は
、
主
体
自

身
の
罪
の
意
識
は
勿
論
だ
が
、
背
後
に
「
過
ち
」
を
「
繰
返
す
」
人
類
へ
の

怒
り
や
失
望
が
見
え
隠
れ
す
る
。
加
害
と
被
害
の
間
を
行
き
来
し
つ
つ
、
な
お

核
兵
器
廃
絶
へ
の
理
想
を
求
め
る
と
い
う
点
で
、
栗
原
と
二
句
集
の
人
々
の
営

み
は
共
通
す
る
。

川
口
は
、
死
者
と
の
交
霊
に
伴
う
危
険
を
「
〔
前
略
〕
交
霊
と
は
、
自
己
を

自
己
の
外
部
へ
、
そ
れ
も
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
方
向
に
連
れ
出
す
可
能
性
を

秘
め
た
、
危
険
な
行
為
な
の
だ
。
も
し
、
そ
の
よ
う
な
危
険
を
い
さ
さ
か
も
犯

さ
ず
に
、
交
霊
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
、
都
合
の
よ
い
死
者
の

動
員
に
過
ぎ
な
い
。」

と
指
摘
す
る
。
〈
夫
墓
石
打
ち
怒
れ
原
爆
忌
の
し
ゆ

(23)

雨
〉
の
よ
う
に
、
死
者
に
「
怒
り
」
へ
の
応
答
を
求
め
る
こ
と
は
こ
れ
に
当
た

る
だ
ろ
う
。

〈
今
尚
実
験
こ
の
地
続
き
に
原
爆
忌
〉
の
よ
う
に
「
今
尚
実
験
」
を
繰
り
返

す
状
況
を
逐
一
確
認
し
、
原
爆
忌
に
思
い
起
こ
す
、
召
還
す
る
死
者
の
前
に
、

新
た
な
「
原
爆
忌
」
の
予
感
を
示
す
こ
と
は
、
同
時
に
「
お
ぞ
ま
し
い
記
憶
」

の
召
還
と
い
え
る
。
自
身
の
死
の
想
像
は
自
身
の
被
害
者
性
を
高
め
る
だ
け
だ

が
、
罪
の
意
識
の
中
で
死
者
を
想
起
す
る
こ
と
は
、
加
害
の
側
面
を
今
後
、

永
遠
に
持
ち
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
生
者
同
士
の
繋
が
り
を
「
恒
久
平
和
、

核
兵
器
廃
絶
」
の
輪
と
し
て
保
持
す
る
こ
と
と
両
輪
の
営
み
で
あ
る
。

六
、
終
わ
り
に
代
え
て

本
論
の
目
的
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
俳
句
に
よ
る
原
爆
表
象
の
射
程
を
捉

え
る
こ
と
だ
っ
た
。

第
四
節
ま
で
で
、
二
つ
の
原
爆
句
集
『
広
島
』『
長
崎
』
で
詠
ま
れ
た
「
原

爆
忌
」
を
用
い
た
俳
句
の
分
析
か
ら
、「
忌
」
を
用
い
つ
つ
も
、
死
者
の
弔
い

に
留
ま
ら
な
い
句
を
発
見
し
た
。
そ
れ
ら
の
句
が
試
み
た
の
は
、
死
者
へ
の
弔

い
に
加
え
て
、
現
在
時
点
を
生
き
る
自
分
た
ち
が
直
面
す
る
、
一
九
四
五
年

以
後
の
核
の
問
題
を
示
す
こ
と
と
、
近
い
未
来
に
核
兵
器
に
よ
る
新
た
な
死
者

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
被
害
の
側
面
と
、
新
た
な
死
者
を
生
み
出
し
か



173

ね
な
い
加
害
の
側
面
の
想
像
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
側
面
の
自
覚
は
、
俳
句

が
省
略
の
形
式
で
あ
る
ゆ
え
に
、「
無
言
」
の
形
を
と
り
や
す
い
こ
と
は
、
言

葉
を
持
た
な
い
死
者
と
の
連
帯
を
助
け
た
。
そ
し
て
、
あ
る
地
点
以
後
の
時

制
を
明
示
す
る
「
忌
日
」
に
よ
っ
て
、
生
者
同
士
の
連
帯
も
成
し
得
た
。

こ
の
よ
う
な
死
者
へ
の
想
像
と
生
者
同
士
の
連
帯
が
成
立
し
た
背
景
に
は
、

五
〇
年
代
の
社
会
運
動
が
あ
る
。
一
九
四
五
年
の
被
爆
へ
の
想
像
力
が
、
第

五
福
竜
丸
の
被
爆
被
害
が
眼
前
に
現
れ
る
形
で
促
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
季
語

は
人
々
の
共
通
概
念
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
五
〇
年
代
の
「
原
爆
忌
」
に

は
、
社
会
運
動
で
共
有
さ
れ
た
人
々
の
問
題
意
識
が
如
実
に
反
映
さ
れ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

本
論
で
残
し
た
課
題
に
は
、
次
の
こ
と
が
あ
る
。

一
つ
目
に
、『
長
崎
』
の
評
価
の
低
さ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
た
、
原
爆
の
当

事
者
性
と
、
読
者
の
読
み
の
欲
望
の
問
題
で
あ
る
。
五
五
年
当
時
の
原
爆
の

当
事
者
性
の
議
論
と
、
原
爆
や
震
災
と
い
っ
た
特
殊
な
状
況
を
背
景
に
お
い
た

俳
句
を
読
む
と
き
の
読
者
意
識
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
展
望
と
す
る
。

二
つ
目
に
、
本
稿
で
は
原
爆
句
集
『
広
島
』『
長
崎
』
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の

特
性
に
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
性
質
上
、
あ
る
程
度
の
水
準
を
超
え
た
作
品
の
質
は
前
提

だ
が
、
そ
れ
で
も
均
一
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
、
評
価
に
値
す
る
／
し
な
い
句
を

抜
粋
す
る
。
赤
城
が
「
リ
ア
リ
ス
チ
ツ
ク
」
で
あ
る
／
な
い
句
を
特
に
取
り
上

げ
た
よ
う
に
、
本
論
で
は
「
原
爆
忌
」
以
外
の
句
は
考
察
し
て
い
な
い
。
原
爆

句
集
全
体
の
原
爆
表
象
に
は
、
他
の
視
点
と
し
て
『
広
島
』
に
は
、
韓
国
か
ら

投
句
し
て
い
た
李
漢
水

の
存
在
や
、「
原
爆
の
図
」
全
国
巡
回
展
の
表
象
が
挙

(24)

げ
ら
れ
る
。『
長
崎
』
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
表
象
と
原
爆
表
象
の
結
合
が
あ
り
、

「
祈
り
の
長
崎
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
俳
句
で
再
生
産
、
あ
る
い
は
相

対
化
さ
れ
た
の
か
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
五
〇
年
代
の

社
会
背
景
な
し
に
考
え
ら
れ
な
い
が
、
今
回
の
発
表
で
は
扱
え
な
か
っ
た
。

ま
た
、
本
論
で
は
佳
句
以
外
も
取
り
上
げ
る
よ
う
努
め
た
が
、
紙
面
の
限

ら
れ
た
場
で
は
ど
う
し
て
も
評
価
軸
の
上
澄
み
に
あ
る
佳
句
を
取
り
上
げ
ざ
る

を
得
な
い
。
本
資
料
で
は
、
句
集
『
広
島
』
の
「
原
爆
忌
」
の
句
が
一
六
六
句

あ
る
う
ち
、
二
五
句
を
抜
粋
し
た
。『
長
崎
』
も
同
様
で
あ
る
。
で
は
、
評
価

の
俎
上
に
な
い
句
や
作
者
は
一
体
何
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ

は
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
成
立
背
景
で
あ
る
反
核
・
反
戦
運
動
に
よ
っ
て
、
そ
の

存
在
を
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

生
涯
で
一
冊
の
本
を
ま
と
め
る
こ
と
は
一
般
に
は
難
し
い
。
多
く
の
声
を
少

な
い
負
担
で
拾
い
上
げ
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
は
、
句
集
『
広
島
』『
長
崎
』
の
よ

う
に
反
戦
反
核
を
訴
え
た
り
、
大
災
害
の
記
憶
の
継
承
を
し
た
り
す
る
点
で

有
効
だ
。
だ
が
同
時
に
、
作
品
同
士
が
打
ち
消
し
合
う
場
で
も
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
作
品
を
一
つ
の
大
き
な
声
に
集
約
す
る
だ
け
で
な
く
、
か
え
っ
て
個
々

の
作
品
を
見
え
づ
ら
く
し
て
い
る
の
だ
。
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
こ
う
し
た
性
質
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
考
察
を
要
す
る
。

※
稿
中
の
「〔
前
略
〕」「〔
中
略
〕」
は
全
て
樫
本
に
よ
る
。

注
『
早
春
』（
一
九
五
四
・
一
二
）、『
夕
凪
』（
一
九
五
五
・
三
、
一
九
五
五
・
五
）

1
な
ど
。

そ
れ
ま
で
も
、
西
東
三
鬼
の
「
有
名
な
る
街
」
連
作
（『
俳
句
人
』
一
九
四
七
・

2
五
）
の
よ
う
に
、
原
爆
を
テ
ー
マ
に
し
た
俳
句
は
作
ら
れ
た
。
だ
が
、
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
形
式
か
つ
、
原
爆
俳
句
集
と
銘
打
っ
て
刊
行
し
た
句
集
は
、
こ
の
二
句
集
が
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初
め
て
で
あ
る
。

二
〇
〇
五
年
に
、
広
島
の
地
方
俳
句
結
社
「
廻
廊
」
が
中
心
と
な
っ
て
復
刻
版

3
を
発
行
し
た
。

八
反
田
宏
「
句
集
「
長
崎
」
刊
行
経
過
報
告
」『
石
』（
一
九
五
五
・
十
・
十

4
一
）松

尾
あ
つ
ゆ
き
、
隈
治
人
な
ど
、
部
を
ま
た
が
っ
て
掲
載
し
て
い
る
も
の
が
多

5
く
い
る
。

早
川
雅
之
解
説
「
凝
縮
し
た
訴
え
の
重
さ
」『
日
本
の
原
爆
記
録
⑱

原
爆
歌

6
集
・
句
集
長
崎
編
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
・
一
九
九
一
・
四
五
八
―
四
六
六
頁
）

「
原
爆
句
集
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」『
俳
句
研
究
』
俳
句
研
究
社
（
一
九
五
五
・

7
一
・
一
二
九
―
一
三
〇
頁
）

引
用
は
次
の
通
り
。

8

勿
論
、
原
爆
に
関
す
る
句
自
体
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
俳
句
、
十
一
月
号
、

原
爆
の
項
に
は
五
十
句
近
い
も
の
が
、
並
べ
ら
れ
て
は
ゐ
る
。
し
か
し
、
原
爆
水

爆
に
つ
な
が
る
社
会
的
連
鎖
と
人
間
と
を
考
へ
た
時
、
俳
人
だ
け
が
此
で
満
足

し
得
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
も
し
此
が
俳
句
の
宿
命
な
ら
ば
、
何
か
俳
句
に
は

一
本
ぬ
け
た
も
の
が
あ
る
感
を
与
へ
る
し
、
結
社
そ
の
他
現
俳
壇
に
つ
な
が
る

諸
々
の
事
情
が
此
を
拒
ん
で
ゐ
る
の
な
ら
ば
、
正
に
由
々
し
き
問
題
で
あ
る
。

「
お
わ
り
に
」『
広
島
』（
句
集
広
島
刊
行
会
編
・
近
藤
書
店
・
一
九
五
五
）

9

柳
原
天
風
子
「
後
記
」『
長
崎
』（
句
集
長
崎
刊
行
委
員
会
編
・
平
和
教
育
研

10
究
集
会
事
務
局
）

新
俳
句
人
連
盟
は
、
戦
前
戦
中
に
言
論
統
制
に
よ
る
弾
圧
を
受
け
た
新
興
俳

11
句
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
俳
句
の
書
き
手
が
、
戦
後
す
ぐ
、
一
九
四
五
年
に
設
立
し
た

団
体
で
あ
る
。
そ
の
翌
年
に
、
日
本
共
産
党
へ
の
献
金
問
題
で
内
部
分
裂
し
た
。

残
っ
た
人
間
は
栗
林
一
石
路
、
赤
城
さ
か
え
、
橋
本
夢
道
、
古
沢
太
穂
ら
を
中
心

に
政
治
や
社
会
に
強
い
関
心
の
あ
る
態
度
を
貫
い
た
。
原
水
禁
運
動
に
関
し
て
も

同
様
で
あ
っ
た
。

脚
注

に
同
じ
。
な
お
、「
石
東
京
支
部
」
と
は
、
俳
句
結
社
「
石
」
の
東
京

12

10

支
部
の
事
。「
石
」
は
『
長
崎
』
の
成
立
に
も
尽
力
し
た
田
原
千
暉
は
一
九
五
二

年
に
創
刊
。
石
田
波
郷
の
「
鶴
」
の
師
系
に
あ
た
る
。

赤
城
さ
か
え
「
国
民
詩
と
し
て
俳
句
は
世
界
の
人
々
に
こ
の
よ
う
に
呼
び
か
け

13
て
い
る

句
集
広
島
／
句
集
長
崎
を
読
ん
で
」『
俳
句
研
究
』（
一
九
五
五
・
一
一
・

五
八
―
六
三
頁
）

蚤
野
直
根
「
原
爆
俳
句
に
つ
い
て
」『
夕
凪
』（
一
九
五
三
・
四
・
六
―
七
頁
）

14
蚤
野
は
、
論
中
で
原
爆
体
験
者
の
原
爆
表
象
に
は
果
た
す
べ
き
義
務
が
あ
る
と
述

べ
、
そ
の
遂
行
を
求
め
る
読
者
の
欲
望
を
肯
定
し
て
い
る
。
原
爆
を
体
験
し
た
者
、

し
な
か
っ
た
者
と
い
う
対
立
す
る
関
係
が
強
調
さ
れ
る
。
し
か
し
、
蚤
野
自
身
、「
厳

密
に
は
原
爆
体
験
者
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
五
三
年
当
時
認
め
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
入
市
被
爆
者
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
原
爆
と
い
う
体
験
が
、
体
験

し
た
／
し
な
か
っ
た
と
い
う
二
パ
タ
ー
ン
の
可
能
性
だ
け
で
語
り
つ
く
せ
な
い
違
和

を
感
じ
な
が
ら
、
し
か
し
、
原
爆
を
経
験
し
た
／
し
な
か
っ
た
の
二
項
対
立
で
考

え
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
苦
し
み
が
示
唆
さ
れ
る
。

安
里
恒
佑
「
関
東
大
震
災
以
後
の
季
語
と
表
象
の
変
遷

―
「
震
災
忌
」
を

15
中
心
に

―
」
法
政
大
学
大
学
院
・
国
際
文
化
研
究
科
・
修
士
論
文
（
二
〇
一

八
・
五
二
頁
）

脚
注

に
同
じ
。

16

15

「
原
爆
の
忌
」
な
ど
間
に
助
詞
が
入
る
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
に
含
め
た
。

17

夏
の
季
語
。
夏
を
つ
か
さ
ど
る
神
、
太
陽
の
擬
人
化
と
も
。

18

戦
後
金
子
兜
太
ら
が
牽
引
し
た
「
社
会
性
俳
句
」
は
「
作
品
は
戦
争
批
判
か

19
ら
、
当
時
問
題
に
な
っ
て
い
た
原
水
爆
実
験
や
基
地
化
に
反
対
す
る
も
の
（
中
略
）
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人
間
性
発
を
直
視
し
た
も
の
等
、
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、
表
面
的
な
素
材
主
義
に

陥
っ
た
り
、
主
義
主
張
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
化
し
た
よ
う
な
も
の
も
生
ま
れ
た
。
」『
現

代
俳
句
大
事
典
』（
高
野
ム
ツ
オ
・
二
七
五
―
二
七
六
頁
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

日
本
戰
歿
學
生
手
記
編
集
委
員
會
編
（
一
九
四
九
）

20

原
爆
を
描
い
た
句
の
皮
肉
や
虚
無
的
な
表
現
に
つ
い
て
、
先
行
す
る
指
摘
が
あ

21
る
。
後
藤
千
代
子
・
古
沢
太
穂
・
赤
城
さ
か
え
他
「
句
集
「
広
島
」「
長
崎
」
を

め
ぐ
っ
て
」（『
道
標
』
一
九
五
五
・
一
・
二
―
一
三
頁
）
で
は
、
赤
城
さ
か
え
が

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
虚
無
と
風
刺
」

さ
か
え

（
樫
本
注
＝
『
広
島
』『
長
崎
』
の
違
い
の
）
も
う
一
つ
は
ね
、
被

爆
后
に
ね
、「
広
島
」
に
は
非
常
に
風
刺
的
な
作
品
が
あ
る
。
虚
無
的
な
も
の
、

ひ
ど
く
懐
疑
的
な
、
批
判
的
な
も
の
も
あ
る
。
そ
の
な
か
で
非
常
に
多
く
出
て

い
る
の
は
、
神
へ
の
不
信
、
懐
疑
、
こ
れ
が
凄
い
形
で
出
て
い
る
。
そ
れ
は
必
ず

し
も
作
品
が
悪
い
と
も
云
え
な
い
ん
だ
。
日
本
人
が
あ
ん
な
大
悲
劇
を
経
験
し

て
、
唯
、
単
に
不
幸
を
不
幸
と
し
て
だ
け
し
か
う
た
わ
な
か
っ
た
ら
、
み
す
ぼ

ら
し
過
ぎ
る
。

こ
れ
は
二
句
集
の
刊
行
直
後
に
、
書
評
も
か
ね
て
行
わ
れ
た
座
談
会
で
の
指
摘

で
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
不
正
確
で
、「
虚
無
的
な
も
の
、
ひ
ど
く
懐
疑
的
な
、
批

判
的
な
も
の
」
は
『
長
崎
』
に
も
見
ら
れ
る
。
先
に
挙
げ
て
い
な
い
が
、
神
を
疑

う
句
も
〈
殺
さ
れ
る
の
も
神
の
摂
理
か
天
主
建
つ

土
屋
北
彦
〉
な
ど
が
あ
る
。

掲
載
紙
を
問
わ
ず
、
赤
城
は
一
貫
し
て
『
広
島
』
へ
の
評
価
が
高
い
一
方
、『
長
崎
』

を
読
み
込
ん
で
い
な
い
印
象
を
受
け
る
。

一
方
で
、
早
川
雅
之
に
よ
る
解
説
（「
凝
縮
し
た
訴
え
の
重
さ
」『
日
本
の
原
爆

記
録
⑱

原
爆
歌
集
・
句
集
長
崎
編
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
・
一
九
九
一
・
四

五
八
―
四
六
六
頁
）
は
、『
長
崎
』
の
祈
り
や
沈
黙
以
外
の
怒
り
の
性
質
を
捉
え

た
も
の
と
言
え
る
。

「
序
」（
隈
治
人
執
筆
）
は
「
一
九
四
五
年
八
月
九
日
の
あ
の
地
上
最
大
の
惨

禍
を
わ
れ
わ
れ
長
崎
市
民
は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。」
と
い
う
張

り
詰
め
た
文
体
で
書
き
出
さ
れ
、「
魔
の
殺
戮
に
対
す
る
憎
悪
、
憤
怒
、
そ
し

て
呪
詛
の
あ
り
っ
た
け
ぶ
つ
け
て
も
な
ほ
足
り
な
い
」
怒
り
を
原
爆
に
集
中
さ

せ
て
い
る
。
そ
し
て
戦
争
そ
の
も
の
に
対
す
る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
、
あ
ら
ゆ
る
思
想
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
立
場
を
の
り
こ
え
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
拠
点
と
し
て
、
米
・

ソ
・
英
の
核
保
有
国
に
対
し
て
核
兵
器
の
製
造
中
止
と
廃
棄
を
訴
え
て
い
る
。

も
は
や
永
井
隆
的
祈
り
の
次
元
は
の
り
こ
え
ら
れ
、
遅
れ
て
い
る
、
と
言
わ
れ

て
き
た
ナ
ガ
サ
キ
が
、
人
類
と
文
明
擁
護
の
全
地
球
的
視
野
か
ら
、
こ
う
し
た

発
言
を
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。〔
中
略
〕
俳
句
人
が
、
こ
の
句
集
に
七
百
二

十
五
家
二
千
二
百
句
を
集
結
さ
せ
、
詩
人
や
歌
人
に
先
駆
け
て
原
爆
地
獄
を

見
す
え
、
人
類
と
文
明
を
救
う
未
来
へ
の
叫
び
を
上
げ
た
そ
の
歴
史
的
意
義
は

大
き
い
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

な
お
、
早
川
の
「
詩
人
や
歌
人
に
先
駆
け
て
」
と
い
う
記
述
は
正
し
く
な
い
。

一
九
五
五
年
以
前
に
、
現
代
詩
も
短
歌
も
個
人
、
あ
る
い
は
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
形
式

で
原
爆
表
象
を
ま
と
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

川
口
隆
行
『
原
爆
文
学
と
い
う
問
題
領
域
』（
創
言
社
・
二
〇
〇
八
・
二
二
三

22
頁
）川

口
（
二
〇
〇
八
・
二
二
八
頁
）

23
『
広
島
』
で
は
漢
水
と
な
っ
て
い
る
が
、
俳
号
は
李
桃
丘
子
。

24


